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Hyper-Vのチェックポイント
チェックポイントは、仮想マシンの状態を保存できる、組み込みのMicrosoftHyper-Vテクノロ
ジーです。Hyper-Vの現在のバージョンでは、仮想マシンのデータ一貫性のあるコピーを作成
する、実稼働チェックポイントの使用がサポートされています。データの一貫性は、Windows
仮想マシンでボリュームシャドウコピーサービスを使用し、Linux仮想マシンでファイルシ
ステムをフリーズすることによって実現されます。

チェックポイントだけでも、仮想マシンを変更する際には役立ちます。仮想マシンの状態を、

チェックポイントが作成された時点に戻すことができるからです。例としては、ソフトウェア

変更のテスト、パッチの適用、または設定変更の実行などがあります。

ただし、チェックポイントは従来のバックアップの代わりになるものではありません。デフォ

ルトでは、チェックポイントは、作成元の仮想マシンと同じストレージ上に作成されます。致

命的なストレージ障害が発生すると、チェックポイントが使用できなくなり、復元操作を正常

に実行できなくなる可能性があります。さらに、チェックポイントの保持期間中には、仮想マ

シンのパフォーマンスに悪影響が及ぶ可能性があります。このように、チェックポイントは、

仮想マシンのデータに一貫性のあるポイントコピーを作成するので、一般的なバックアップ

ソリューションと組み合わせて使用すべきものです。バックアップジョブが終了すると、バッ

クアップソリューションによってチェックポイントは削除されます。この意味で、実稼働チェッ

クポイントは、データ一貫性のあるポイントを仮想マシンのコピーとしてキャプチャするため

の基礎となります。

Hyper-Vレプリカは、もうひとつの組み込みのMicrosoft Hyper-Vテクノロジーで、プライマリ
Hyper-Vホストからの 1つ以上の仮想マシンをセカンダリ Hyper-Vホストに複製する、ディザ
スタリカバリ戦略を可能にします。さらに、セカンダリホストに複製された仮想マシンを 3
番目のホストに複製できる、拡張レプリケーションも可能です。

仮想マシンの初期レプリケーションで、セカンダリホスト上に同一のレプリカ仮想マシンを作

成した後は、変更を追跡して、仮想マシンの VHDでの変更をキャプチャします。変更された
データは、設定されたレプリケーション頻度に基づいて同期されます。レプリケーション頻度
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は、通常、仮想マシンの RPOと、使用可能なレプリケーションネットワーク帯域幅に基づい
て決められます。デフォルトでは、レプリケーションの宛先には最新のレプリカ (リカバリポ
イント)のみが保存されますが、必要に応じて、追加のリカバリポイントを保持するように機
能を設定できます。

レプリカサーバとして設定されている場合、Hyper-Vホストは 1つ以上の送信元Hyper-Vホス
トからの複製を受信できます。フェールオーバー機能には、「テスト」、「計画」、「計画

外」の操作が含まれます。

パートナーソリューション
Microsoft Hyper-Vは、SMB 3.0プロトコルを使用して、共有内に VMファイルを保存できま
す。Hyper-V用に設定された Cisco HyperFlexクラスタは、クラスタ内のストレージを Hyper-V
で使用する SMB共有として提供します。一般的なバックアップソリューションでは、SMB3
共有に存在する Hyper-V仮想マシンの保護がサポートされています。強調されているパート
ナーソリューションには、Commvault、および Veeamが含まれます。

Commvaultでは、SMB共有上のVMをホストするすべてのHyper-Vノードに、仮想サーバエー
ジェント (VSA)をインストールする必要があります。インストールプロセスはシンプルでわ
かりやすくなっています。その後、Hyper-Vフェールオーバークラスタが仮想サーバとして追
加して登録します。各Hyper-Vノードは、バックアップおよびリカバリ操作の実行時にプロキ
シとして機能します。Commvaultは、バックアップの実行時に VMチェックポイントを活用
し、バックアップが完了すると、作成したチェックポイントをすぐに削除します。

Veeamでは、Hyper-Vの仮想化インフラストラクチャを設定する必要があります。HyperFlex
の場合、これはクラスタレベルで設定できます。複数のHyperFlexクラスタがMicrosoftSCVMM
の同じインスタンスを使用して管理されている場合、Veeamでは、ユーザは複数のクラスタを
個別に設定する代わりに、シンプルにSCVMMインスタンスを設定できます。仮想インフラス
トラクチャが設定されている場合、必要なすべてのVeeamコンポーネントは、各HyperFlexク
ラスタ内のすべてのHyper-Vノードに自動的に展開されます。Veeamは、バックアップの実行
時にVMチェックポイントを活用し、バックアップが完了すると、作成したチェックポイント
をすぐに削除します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


